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名いるフランス語学科のオープンフロアでも、絶えずフランス語が賑やかに飛び交っている。フランス人は夕食に二時間かけると聞いていたが、現地でフランス人達と会食をして、納得したものだった。しかし、これも、会話が重要なあのサロン文化の伝統の名残なのである。私は、担当する講義で、 「 文化の真髄とその現代性」というテーマを掲げ、様々な観点から話を ているが、ヨーロッパの中でも、フランスで最も活況を呈したサロンという社交文化も、フランス人やフランス文化を理解する上で、重要かつ興味深い現象 ある。　
学問・芸術への関心と高まりを背景に 十六世紀、貴族の裕福な婦人達が、詩人や学者など文












































ではなかろうか。私なら、知性と教養溢れる女性達が主催したフランス サロンを、間違いなくそのひとつに挙げるだろう。例えばそれは、サロン成立期 飾 、十七世紀のランブイエ公爵夫人の文芸サロン、十八世紀、百科全書派や外国の知識人達も集った、ジョフラン夫人のサロンそして十九世紀なら、やはり ユゴー、デュマ、サンド リスト、ショパンといった芸術家の他、学者や政治家達の交流の場となった、ダグー伯爵夫人 ということになろうか。　
何はともあれ、文化の醸成と発信、多様な人と文化の交流、学びと教養人の在り方、コミュニ

























には流 を遡る必要があるが 蒸気ボートが一気にそれを容易にしたのだ。強い流れに逆らって上流まで進むことができるようになり、さらにかかる時間も短縮された。こうして十九世紀のミシシッピ川 は多くの蒸気ボートが人と物資を移送し、アメリカの急速な発展を支えることになった。　
この時代を代表する作家に、ミシシッピ川と共に生きたマーク・トウェインがいる。彼の代表作
『ハックルベリー・フィンの冒険』は、ミシシッピ川沿いにある小さな架空の町に住む少年ハックが町を飛び出し、逃亡奴隷のジムとミシシッピ川をイカダで下る冒険物語である。トウェインは、川を下るハックの冒険にアメリカが抱える社会問題を投影する。この物語は奴隷制度が廃止される前の、一八四〇年ごろを舞台として書かれており、それは奴隷制度を廃止した北 と奴隷制度を社会基盤におく南部が存在した時代、南北戦争以前の時代である。ジムはミシシッピ川を下ってオハイオ との分岐点まで行き、そこから北上し 自由州を目指していた。ところが、ハックとジムはその分岐点を見逃して まい、ミシシッピ川河口に向かってさらに奴隷制度の厳しい南部の州へと入ってしまう。　














































信仰の対象が土着の神々と読み替えられることもある。メキシコで絶えずイコンを見かけるグアダルーペの聖母の肌は、褐色なのだ。またアンデス地域では、聖母が地母神パチャママと混同されている。そしてオペラ 中で歌われる「コンドルは飛びゆく」の哀愁を帯び メロディーには、インカの末裔が失われた過去を偲ぶ 詞がつけ ているのも、被征服の記憶があるからにちがいない。こうした混淆性はこの地域の文学・文化の特徴ともなっていて メキシコの作家カルロス・フエ テスの短篇「チャック・モール」では古代の神が甦 し、フアン・ルルフォの『ペドロ・パラモ』では、土着の死生観を反映し、死者が地中で会話を交わす。コロンビアのガブリエル・ガルシア＝マルケスの世界ではしばしば奇跡が起き、幽霊が存在感を持ってい 。彼はローマのカトリックと土着の違いを皮肉とユーモア こめて描きわ ているが、そこに 宗教は民衆のために活動すべきであるとした解放の神学に通じる思想を見 こと できるだろう　
だが、アルゼンチンなど先住民が少なく白人の多いラプラタ地域では北アメリカのポーやヨー
ロッパ文学の影響が強く、早くから都会的な幻想文学が書かれてきた。ホルヘ・ルイス・ボルヘスの短篇集『伝奇集』やフリオ・コ タサルの『動物寓意譚』はその典型だろう。また十九世紀に生まれ、今日までラテンアメリカ全域に見られる独裁者小説 の地域の政治状況 反映し
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も近代化の波にさらされることになる。地方行政制度の導入 スラヴ系農民の大量入植、ソ連時代の農業集団化により、氏族をベースとし 伝統的な移動牧畜のシステムはほぼ破壊された。同時に、アイデンティティの拠り所としての氏族の役割は、今なお生きている。ソ連時代、マハッラーはソ連の統治システムの中に組み込ま 、地域の衛生管理や社会主義的な教育活動、同志裁判や自警団などに活用された。　
今日でもマハッラー単位での人々 結びつきは強い。今日のユーラシア文化について考える時、























































































































































年前、交換留学生としてクイーンズランド大学に留学 の 約三十五年前、交換教授としてクイーンズランド工科大学で教鞭をとったのが約二十年前。その後は、先住民言語の維持調査で毎年訪れるようになったオーストラリアは、そのつど、異なる顔を見せ続けているように思われる。現地の研究者は言うまでもなく、交換留学時代、交換教授時代以来 友人のみならず、お世話になった四十年以上に知り合った人たち
（多くが労働者階級の方）
とも連絡を取り合って、それぞれ









「中東」と「西アジア」の違いは？　「中東は一体これからどうなるんでしょうね」と同僚に話しかけられた。シリア内戦の泥沼化、トルコのクルド人迫害、イスラエルのエルサレムへの首都移転の動きなど、メディアを通して、中東問題についての断片的なニュースが我々の耳に届かない日はない。そして、我々の多くは、刺激的で血生臭いこれらのニュースを聞いて、中東に対して「怖い」というイメージを作り上げてしまっている。では、 「中東」ではなく、 「西アジア」と言われて「怖い」と思う人がどれだけいるだろうか。実は、なじみ 薄い「西アジア」と怖い「中東」は、地理的にほとんど重複している。なぜなら、 「中東」は元々大英帝国から見て中くらいの東
4
という意味合いから名付けられた地














しいのは、 「西アジア」は、エルサレムを聖地とするユダヤ教、キリスト教、イスラムという三つの宗教の誕生の地であり 三大文明のひとつ、ティグリス・ユーフラテス文明発祥の地でもあるということだ。また、子どもの頃に胸をワクワクさせて聞いた、船乗りシンドバッドの冒険や空飛ぶ絨毯など エキゾチックな話に加えて、我々に身近なパンの材料となる小麦や、１、２、３といった日常的に使っているアラビ 数字も西アジアで生まれた。このこ からわかるように「西アジア」は、古代から文化・文明が栄えてきた地域なのである。「西アジア」の人々とは？　
しかしながら、 「石油」が発見されてから「西アジア」はヨーロッパの利権が絡んだきな臭い地
域へと変貌して 。その結果、常にどこかで何か問題が起こっている 域 テロリストを生む地といったイメージが作られてしま た。しかし 実際 筆者が当地に住んで出会った「西アジア」の人々は、そのようなイメージとは裏腹に、平和を好み 家族と共 ゆったりと流れる時間を楽しむ人々であった。さらには、彼ら 日本人を見る目は親密感にあふれ、好意的であ 。
34
我々との共通点は？　「西アジア」は広大だ。そして今ここには力ずくで線引きされた国民国家の国境線が引かれている。しかし、 「西アジア」には、実は目に見えない多数の境界線が存在する。それは、農耕、遊牧、半定住半遊牧といった生活様式の違いからくる境界線であるかもしれないし、民族の異なる者同士の境界線かもしれない。このように「西アジア」は、多種多様な人々が、国境線を超えた目に見えない境界線の中で 存している世界でもある。　しかし、筆者は、このような複雑な社会に住む人々が、 「やはり我々と同じアジア人だな」と実































































































































































世界である。言葉は、文字というある種の表現媒体を通じて発せられるメッセージの表れである。言葉の成り立ちを見ていけば、そこには先人たちが残し、伝えようとしてきた数々の知恵を見て読み解くこと できる。古書で伝えられる歴史的な出来事や、字体を音で表現した音声の記録物からも、私たちは、その土地に根付く風土や慣習を考えて くことができるのだ。でも、ただ出来事を知り、そ 終わってしまっては 文化がメッセージとして私たちに何を発し、残そうとしているのかまで、考えていくこと 難しい。おそらく、文化を読み解く上 大切なことの一つは、文字や音声に表れていない、目に見えない先人たちの思いに寄り添っていくことだろう あの人たちは、何 伝えようとし るのだろうか… 何故、こう表現しているのだろうか…。答えが出ない部分を私たちが解釈しようとする努力があって 、文化という知恵は、私たちの生活の力として輝くのではないだろうか。　
二つ目は、芸能という身体表現を通じての文化である。例えば、文化という思想世界の顕微鏡





















































































常に存在してきた。言語学で媒介言語と呼ばれる様々な「共通語」がそれである。古代ギリシャのコイネー、中世ヨーロッパのラテン語、イスラム圏の古典アラビア語、近代ヨーロッパのフランス語、二十世紀後半の英語、中国語圏の北京官話など、 「共通語」は地域や国を超えて道具として使われ、土着言語を超えた巨大な言語圏を作ることに貢献してきた。そしてまたこの巨大な「共通語」は、様々なバリエーションを生み出す源ともなった。ラテン語は、イタリア語、フランス語、スペイン語 ポルトガル語、ルーマニア へと変化し、ブリテン島由来の英 は、アメリカ英語、インド英 フィリピン英語などの世界諸英語へと分化しつつある。言語は絶えず変わり続け、この絶えず変わり続けるという性質こそが、言語の本質であるとも言えるのだ。　
約十五万年前にホモ・サピエンスがアフリカ大陸に誕生して以来、おびただしい数の言語が生





























語はコミュニケーションの め 生み出されたという前提をひっく 返し、人が集団性を維持することそのもの 、言語が存在する理由だと断じた。人 うわさに興じ、新聞・雑誌でゴシップを読み、携帯電話で連絡を取り合うのはなぜか？
　
ダンバーによれば、進化の過程で体毛を失っ
た人類は、言語を用いることで生 に必要 百五十人程度の社会集団を維持して ると うのだ。　
またフランスの言語学者、アントワーヌ・キュオリは、 「理解は誤解のうちの特殊なケースにす
ぎない」とも言った。 自明な物でなく、会話を交わす二人は、お互 理解していると思いながら、矛盾を生まない程度の誤解を繰り返しているだけかもしれな 。　
このように、言語を道具と考える視点をいったんカッコに入れてみると、言語には人間の営み




























んだ時、私は「言葉 いうものの不思議さを感じた このキンタ・クンテの村で人々が行ってきたように、人類は文字や紙無し 何万年も「話し言葉」 みを使い、様々な知識 蓄積し、次世代に伝えてきたのだ。　
そして、 「話し言葉」に加えて、私達が中学校や高校の世界史で学んだように、今から約六千







で英語という言語が形成されたのは、今から約千五百年前 人類の言語が二十万年前に誕生したことを考え と、英語はまだとても若 言語だと る。しかし、英語は今や「国際語」
52











































































































ay of the Linguist: A






















































































































が出やすくなる。お互いの幸せを願 、相手を気遣うこと よって 言葉の選び方、話し方に改
世界教養72のレシピ61
めて注意がいくだろう。最初は五分から十分以内に時間を決めてやると良い。解決策が見つかるまで続けずに、時間が来たらやめる。終わったら、話した内容、使用した表現を振り返ってみる。もっとこう言えば良かったと思うこと、 言いたかったけれど英語で何と言えば良いかわからなかった表現や単語を調べ 書き留める 設定で辻褄が合わないところは、ロールプレイをすることによっては きりする。　
修正点をまとめたら、もう一度やってみよう。二度目はさらに自信がつき、言葉をさっきより


































感想を抱く。私という個人として感じ、考えることは、絵画をみる経験の原点である。それは他人と同じである必要はないし、正し 感じ方もない。それ 誰かが一律に決めることもあってはならない。個人の考え、感じ方の多様性を認めることは、 経験のみならず、近代以降の社会、私たちの生きる社会の前提である。　
一方、歴史的に捉えると 絵画という概念、絵画の経験は時代と地域によって変化し、ある型




をみる経験の準備段階だ。美術史や美学・芸術学を通して目指すのは 点としての一枚一枚の絵画をつなぎあわせ、 「今、ここ」の私たちにまで連 り、その先 延び行く、うねりある太い線を描き出すこと。それは、今につ がる人間 ち 思考 文化的営為の連続のなかに 動いている歴史のなかに、一枚の絵画を捉える とである。
64
　
美術史や美学は、 「美」 「芸術」 「絵画」といった、一見、自明の概念がいかに変容してきたかも
考えていく。 「美しい」 「感動した」と一言で言い表してきた現象は、実はその一言では言い表せない複雑さを含む。そのことに気づき、その内実にさらに迫るために思考を重ね、言葉を探し、言葉を彫り込むのがこの学問だ。　
大学の四年間で、世紀の大発見をする確率はほぼない。しかし、大学における学問は、まぎれ
もなく、人間が絶え間なく続けてきた思考と文化的営みの一端に連なる。日々の大学生活を通して、私たちは人類知に携わる大学 一員 して、社会に、世界 参加し、関与している。　
現在の日本には教養という言葉が溢れかえる。しかし、教養は所与の知識や情報の集積ではな




















実現した、連続高速撮影技術である。こ 技術 より、人間の目には速すぎてとらえられなかったギャロップする馬をはじめ、運動している最中 動物や人間の姿を精確 把握することが可能になった。つまり映画は、人間身体ならびに現実を忠実に再現する技術の探求の途上に誕生した科学技術ツールだったのだ。　
では、映画が娯楽となったのはなぜ 。先述のフェナキストスコープは、円盤上にずらりと描
























　「オペラは最初が肝心。初体験のときに感動するかどうかで、オペラが好きになるかどうかが決まるんだ。好きになったらずっと、オペラは君の魂の一部になる」 。ある映画のワンシーンで青年実業家が、劇場デビューする同伴女性に向けてささやくセリフであ 。初めてのドレスに身を包み、まばゆい光に照らされたオペラ劇場のボックス席に腰を下ろした彼女は緊張気味。客席のライトが落ちて、舞台が始まる。見慣れぬ光景 最初は戸惑いを見せるが、ストーリーが展開するにつれてその目は舞台 釘付けになり、クライマックスでソプラノのコロラトゥーラが頂点に達した瞬間、彼女の目に涙が溢れる。　総合芸術と表現されるオペラには、音楽はもちろんのこと、演劇・文学・美術などの要素が複雑

























































































きっかけとなってい アニメ好きが高じて多く 留学生が日本に勉強に来 。日本政府は公式
世界教養72のレシピ73










































































































列車に接触したりする と 少なくなった 、車両に乗り込めば、乗降口上部に行先案内や、どちら側のドアが次の駅で開閉するかなどの情報が、日本語だけでなく、英語、中国語、韓国語などで表示されるので海外からの観光客に 好評だ　
こんなに、障害者や高齢者そして外国人など、多様な人々に喜ばれる仕組みを持っている国は







なし」がクローズアップされている。二○一五年に五輪担当大臣に就任し 遠藤利明国会議員は、その就任記者会見で「オリンピック レガシーとしてユニバーサルデザイン社会を作る」と述べた。また、安倍首相は「競技施設はもとより、道路や駅など全ての施設をユニバーサルデザイン化することで、世界中のあらゆる方々に、オリンピック・パラリンピックを楽しんでいただき日本は便利で暮らしやすい国だなと思っていただきたい」 公言している。　
貧困や飢餓、または資源の争奪や宗教的対立など、世界は未だ多くの悩みを抱えている。周囲




































人はその きどきの喜怒哀楽を受けとめてきたのだろう。古代ローマにおいてもギリシャ神話の主要な神々は、別の名のもとに同じ権能を保持し、当時の人々の暮らしのなかに深く浸透していた。現在のイスラエル北部に位置するガリラヤのナザレの村にイエスが 、自らが旧約聖書の予言している救世主であると宣言したのは、ローマ帝国がヨーロッパの覇権を手中 収めていた、そのような多様な神々が混在する時代でもあった。　
選民思想を特徴とする宗教であるユダヤ教から分離したキリスト教は、迫害の歴史を経てヨー





































は、イスラム教徒はキリスト教徒の数を抜き、世界最大の宗教となり、世界人口の実に三分の一がイスラム教徒になろうとしている。そうい 世界 いま私達は生きている。 「世界」で活躍したいという学生が日本でも増えているが、このような巨大な宗教文化に、何の関心も持たずに大丈夫だろうかと少し心配 る。　
関心が持てないことの理由は多々あるだろうが、一つは「とっかかり」がないということかも

















































































































別として、歴史を考えるうえでこの議論は興味深い。たしかに、今さえよければいいと私たちが言うときの「今」は、歴史感覚につながるような重みをもった「今」ではないだろう。ただただ流れ過ぎてゆくだけの時間の一点として 今、それはあっという間 過ぎ去り、振り返ったらどの時点のこ だったかもわからなくなる。次 がもう来て て、それもまた行き過ぎていく。しかし今、自分が立っている地盤がどのようなものか知るため足元を掘り下げていくと、次々と古い層が出て来て、それぞれが今の時代につながっていることを認識せざるを得なくなる そんな「今」とは大違いだ。　
そうすると、歴史を見る眼を持てるかどうかは、実は今を見る眼を持てるかどうかと関わって
いるのかもしれない。今をそれこそ大事にしていない人、あるいは今に対して緊張感をもっ 接していない人は、歴史をきちんと考えることもでき い では いだろうか。　
ただし、先ほど歴史を地層になぞらえたが、それだけで歴史はわかったことにな のだろうか。




つまり、それは歴史とは人間が織りなし きたものだということである。歴史という織物を見るためには、その織物 一つ一つの織り目にすべて人の手が加わっ いる。とい より、 間という糸から歴史という織物は織り上げられ るのだ、といった方がいいかもしれない。単なる時間的な過去で なく こに確実に、今生き る私たちと同じように人が生きて たのだという感覚を、それも歴史に名を残した人々よりも、む ろ名も残さずにそれぞれの時代を生き、そして死んでいった無数の人々がいた、そうした人々が 今 私 ちもな のだ 感覚を持つこと、それこそが 歴史 見る眼を持 ためには必要なこ もしれな 。　
とすれば、 「今」への姿勢についても同じことが言える。今に対して緊張感をもって接すると



























形で推し進められた。 異なるもの」は、一方では人び の想像力をかきたて、芸術やファッション、食における変革をもたらした。そ 方で「異なるもの」は、西洋に対する脅威とも らえられ、非西洋の信仰や慣習や言語は「野蛮」であり 西洋によって「教化」されるべき存在と位置づけられた。　
西洋による帝国主義・植民地主義は、基本的にはこの構図を元に展開された。二つの大戦を経
















































ういう説明が可能である。しかし、さらに「心」とは何かと問う 、実は明確な えを出すことは難しい。心理学の祖先にあた 哲学で え、プラトン、アリストテレスのギリシャ哲学以来、二千数百年にわたって「心」が主要なテ マの一つとして研究さ てきているが、未だに決まった答えが見つかっていな 状態で る。多様性のなかの類似性　
つまりそれほど長く研究されていても、未だに分からないのが「心」ということになる。その








る」と言わざるを得ないだろう。ここが自然科学と人間科学 学問性の違 で、人間を対象とした時、 「一寸の狂いも 同一性」などあり得ず、そん ことは求められて ない　
それではどのように学問性を担保するかというと、 「行動と心理 関係にはおおよそこういう傾





















り、物体に力が加わった時に生じる「ひずみ」の を意味する言葉であった。この概念を、生理学者のハンス・セリエ博士が医学の世界に応用したのである。そして 現在「ストレス」とは、不快な刺激によって生じる反応のうち、刺激の種類に関係なく生じ 心身の反応、と定義されている。この定義によ と、 「ストレス」は不快な刺激が心身に加えられたときに生じる心身 反応を指し、具体的には血圧の上昇や胃痛、抑うつ感などのことをいう。我々はふだん 不快な刺激のことを「ストレス」と呼ぶ傾向にあるが、正確にはそうではない。　
この心身に負荷をかける不快な刺激のことを「ストレッサー」という。 「ストレッサー」には、

















































































動する様々な形態のうちのひとつ、ということができるだろう。いじめという言葉は多くの場合、ある集団内における暴力の行使に用いられる。今のように、 「ハラスメント」や「家庭内暴力」のような言葉が使われていなかった時代 、姑による嫁いじめや、上司によ 部下に対するいじめのようにも使われていた。　
いじめというと、最近の現象のように思う人も るかもしれな が、恐らく人間が集団で生活し
























































































のである。妖怪や、魅惑的な女性の幻影に出会ったとき この方法で見ることによって、その本当の姿――鬼、幽霊、神、生霊――が見え のだ。こうした幻の本性を知ってのみ、本能的な恐怖や魅力に打ち克って 差し迫った危険から逃れることがで るというわけだ。　
何世紀にもわたって、日本では鏡が貴重なものとされてきた。有力者の墳墓から、多くの青銅
製の鏡が発掘されている。鏡は日本の三種の神器のひ つであり 神社ではご神体となっている。これらの鏡の多くは、日本でまだ金属がほとんど使われず、青銅 さえ非常に貴重であ た時代に、中国から来たも である。多くの鏡の裏面 神や鬼 動物などのモチーフで高度に装飾されており、大陸 強力な支配者からの贈答品 あった。青銅が貴重なもの れた理由 いくつもあるだろうが、鏡が珍重されたのは何より 「白雪姫」 ような西洋 おとぎ話の鏡と同様に、鏡が真の姿を、肉眼では見え い姿を映し出すと考えられていたことを忘 てはならない。　
多くの人が同じ文化を共有していれば、 協力し合ったり、 様々 考えや感情を伝えたりする が
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容易となるだろう。共有する文化があれば、何を意図しているのか、なぜこれこれのことをするのか、なぜこれこれのやり方でするのか、説明する必要がなくなる。文化の共有は、私たちみんなの生活を楽にしてくれる。みんな同じ物の見方をするのだから。しかし これは画一的文化の持つ危険性でもある――周りの人と同じように物を見て考え、同じ幻に不必要な恐怖を抱くことになる。他 見方や考え方ができない。文化が私たちの言葉や行動を覆っている外壁を突き破って見ることはできないのだ。自分たちの行動や言葉の 本当の姿や形 見え くなってしまう。　
比較人間文化の研究は、股の間から天橋立の景色を楽しむのに似ている。今までほとんど誰も
したことがないような、新しい違った方法で物事を見ることが奨励され 。し しまた、これは単なる子供の遊びや一時的な慰みではない。異 った を研究 比較 ことによ 、生まれて初めて、物の本質を見ることが可能となるの ある　
私たちの文化、そして他の文化を支配し、形成していながら、ふだんは巧妙に隠されている権







































































は停滞から衰退へと向かう。科学や民主制を たらした思考の継続 そのためのフロニ モスの育成を訴え続けたの 、ソクラテス
（前四六九～三九九）
であるといわれる。現代でもそれは変わ


























































































































































より、世界各地で毎年地震や火山で多くの犠牲者を出している。この原因は、プレートテクトニクスと呼ばれる地球表層の巨大な動き、すなわち地球が生きているために起こる現象だ。しかし一方で、このように 球が激しく活動しているからこそ、物質循環が起 り、多くの生物が暮らしていくこ ができ 環境が保たれているのだ。そんなメリットもデメリットもある地球のダイナミズムを、このテーマを通して実感してほ い。　
テレビを見たり家族と話したり、安らぎの時間を過ごすことができるリビングルーム。それと
同様に、地球は人類にとって必要不可欠 、唯一の生活 場である。最近 この私たちのリビングに変化が起きている。いわゆる地球環境問題である。急激な世界人口の増加、身勝手な経済活動が主な原因であるが、七五億の人間と多くの生物が、地球というひとつのリビングにいることを忘れてはならない。地球環境問題は、 「問題」 あり 答えはま ない。このテーマを通して皆で答えを考え、より快適で過ごしやすいリビング 構築していこうでは か。　
地球上で最初に生命体が誕生してから四〇億年。この間、地球上の生物たちは、 「命」というバ







































問題化しているのだ。 「そんなクスリが日本でも手に入ればいいのに」と思うかもしれない。しかしここでまず強調しておきたいのは、このような処方薬を能力の増強 ために服用するのは、大変危険な行為だと うことである。例えば、メチルフェニデートは高 中毒性が知られており、依存症により自殺にまで至ったケースもある。その上、純粋に健康に関わる問題を除いたとしても、このよう 認知能力を増強する薬を服用する とには、様々な倫理的な問題があるのだ。確かにキミは、クスリを飲むことで「その時だけは」テ トで少し良い思いをするかもしれない。しかし、本当にそれでいいのか、こ でほんの少し立ち止まって考えてみよう。　
まず、キミだけがそのクスリを飲んでテストに臨むことは、非常に不公平ではないだろうか。
スポーツにおけるドーピングと違い、 「今は」明示的に 禁 され いないものの、一部の人間にだけが利用できる手段を用いてテストで有利になろうとするのは、公平性を損なうように思われる。とりわけ、そのクスリが高価 あった場合はなおさらだ　
しかしこのクスリが安全で効果的であり、安価に大量に出回るようになっても、まだ問題があ






















































が発展してきたわけだ。だが現在の日本では、チ ズは空前のブーム。味覚もまた、物流や人々の移動、そして情報を通 て変化し いく。　
インターネットで検索すれば、容易に世界の食情報にアクセスできる現代。それでもやはり、







it's all in your head ” や“




















































がいいダチョウが、家族ではないが気の合った仲間と一緒に楽しく暮らしているのを想像してみると、そのダチョウは幸せかもしれない。私たちが求める「本当の幸福」ではないかもしれないが、ネガティブな思考や 思い出したくない悪い記憶から自由になる生活は、現在、高齢化問題で話題になって る「認知症」につながって るようにも思われる。脳 研究は、自然の摂理も検討しながらしなくてはならない時もある。　
ところで「良い記憶だけを残す ができるか」などの問いに対しては、脳の仕組みについて





















































































































































いる。インターネット より人々の政治参加が進んだだろうか。ソーシャルメディアは普及したものの、炎上が頻発することで、情報発信を委縮してしまう人が る。一度インターネット上に公開されてしまった個人情報が、多くのサイトにコピーされてそのまま残ってしまい、生活に支障が出ている人たちもいる。フェイクニュースが広まり、それを信じてしまう人たちもいる。国によっては、Ｗｅｂページの閲覧に制限をしていたり、自由に投稿ができなかったりする。さらに、個人的なメッセージのやり取りを盗み見 る国家もある。インターネットは、完全にオープンな環境というわけではない。インターネット 現状を知り、より良くしていく努力が必要である。　
最近は毎日のように、人工知能に関するニュースが報道されている。この人工知能の発展も、
インターネットの普及と関連し 。人工知能の開発には、大量のデータが必要である。そのため、人工知能研究のトップを走る企業は、 上の データを利用す ことができるグーグルなのだ　
ニュース記事の中には、 「人工知能が人間を支配する」と騒いでいるものもある。人工知能を技
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術的に理解することは難しい。しかし、細かい仕組みはブラックボックスにしても、人工知能が現在何を行うことができ、近い将来何をできるようになるかを知ることは、比較的容易である。そしてそれを知ることは、すべての人に必要になるであろう。特に若い人には重要である。なぜなら、これからどのような仕事につくか、どのように生きていく 決め さいに 影響を与えるためである。　
人工知能がインターネット上のすべての文章や動画、電子書籍を読み、利用できるようになる































































































































































いる。言うまでもなく、ケネディ暗殺事件の最も特異な点は、 「暗殺」という言葉には全く似つかわしくない白昼の元、ダラス市内におけるパレードの最中という衆人環視の元に行われたことである。しかもケネディ狙撃の瞬間は、後に「ザプルーダー・フィルム」と呼ばれることになるアマチュアカメラマンによる八ミリ映像で克明に記録されていた。この記録フィルムがのちのオズワルド単独犯の信憑性を覆すことになるのだが、そのフィルム 存在が映画『ＪＦＫ』の根幹なっている。もっと言えば『ＪＦＫ』という映画そのものが、こ わずか三〇秒に満たないフッテージ
（映像素材）
に向けて構成されていると言っても過言ではない。






























































した経験を共有することにより、その食べ物を受け取るかどうかに関しても文化的影響があるという事実が、両者にとってより明瞭になったことになる。少なくとも、 「食べ物を分け合う」ときのコミュニケーションに、文化的影響があること 分 るのである。　
この異文化エピソードの一例が示すように、文化とコミュニケーションは密接に結びついてい










































































が発信するフェイクニュースに挑むニュース どを 命がけでＳＮＳ 投稿 る。　
フェイクニュースの種類や動機は様々ある。フェイクニュースに煽られない策として、内容の


























良い模範だ、ということを言 たい で 良い悪い はな 。人と そういう なのだ。　
人は同じような体験をしても受け取り方はそれぞれであり、その対応も同様になるとは限らな



























































































は、居住地 市・区役所に出向いても、子どもを公立学校に通わせるなら、教育委員会の窓口で日本語が通じなければ手続に困る。思わ 交通事故に遭いケガをする。滞日歴が長くなってくると、妊娠や出産をする、大きな病気 かかる 犯罪に巻き込まれてしまうなどが考えられる。　
たとえ、普段の会話ができるとしても、上記のクリティカルな状況において 、日本語話者と














































ネジメントしていくかということにより、地域医療環境そのものの向上につながる可能性がある。日本語という言葉の壁がある外国出身の住民が病院を訪れたときに、 受付では、 コミュニケーションに危惧を感じ、治療や支払いに関するマイナスイメージから受け入れを躊躇するか、自己責任で医療通訳者の同行を患者に求め ことが多い。しかし、知人や自分 子どもなど 少し通訳ができる人を捜して対処療法的に対応した場合のリスクや、無償のボランティアに依存 状況では課題も多く、環境はなかなか改善されな 。それでも、少 ずつ医療通訳システム 必要性を感じた市民団体や行政などの努力により、草の根の取り組みは近年増えてきている。時間はかかるが、国の制度につながる可能性も見えてきつつある。そこに多言語・多文化を見据えたさまざまなマネジメントの試行錯誤があり、それらが連携・協働して少しずつ活動 継続させ ことにより、医療機関、行政、市民、通訳者等の関係者 意識がともに高まる。医療通訳者の養成や医療通訳システムにかかる経費、コーディネート機関および通訳者への対価が 「出し合う」形で捻出されていき、それが全国的な仕組みへと発展していく 。　
このように地域医療現場の環境が、多言語・多文化をいかにマネジメントしていくかというこ




えていくプロセスで、多様であることを実感し自分自身の視野を広げていくのである。多様な住民で構成される地域社会において、地球に住むすべての人が同じ生活者であるという視点で、メディアからのステレオタイプ的な情報に惑わされる となく、また文献 みに頼らず、社会問題を公正に考察する力をつける。また、経済的な指標ではない、真の豊かさ 問い直す機会を手に入れるのである。　
多文化共生社会は、それぞれの文化や言語を知り、違いを理解して認め合うだけでは実現でき


































話しかけてみよう。彼らと友達になることで、自分たちの世界は必ずや広がるはずだ。そして、今まで街角で何気なく目にしていた外国籍の人々の生活に、 「どんな夢を抱いて日本に来たのだろう」 「日本語はどこで勉強している かな」など 思いを巡らせることが きるようになれたら、あなたは立派な多文化社会の一員だ。　
グローバル化が進む現代、四年後に社会に出て行こうとしている学生に求められて る能力は、





























hat is your position? W
hat is 
your position? ” 今にも転覆しそうなゴムボートに乗った、難民の位置を確認する救助隊員の声が
響く。 「人の命が危機にさらされた時、私は き こと全て 試みたい」 。 の人々を救助し続けるその理由を、セレリ氏は素朴に語られた。日本と移民　
かつて日本も、多くの移民を海外に排出した。明治初期、開国による経済構造の変化や極端な























移民・難民を考えることは、私たちの 常とかけ離 ていることに感じるかもしれな 。しか
し、 「移動す 民 、また「困難を経験している民」と考えると、人間そのものを学ぶ学問だと分かる。だからこそ私は、“
W
hat is m
y position? ” と自問し、“
M
y position is on hum














たって求められる哲学」ほどのものであろう。 「哲学」というのもまた、本来の学問的な意味ではなく、 『広辞苑』に「俗に」と断っていう、 「全体を貫く基本的な考え方」ほどのところであろう。つまりは、 「現代社会に生きるうえ の基本的指針」について、料理のレシピ ごとく簡単明瞭に説明せよ ということである。　
もとよりこれが無理難題であることは明々白々、そしてそのことは、このお題を立てた編集委














































































いは絶縁や勘当のように、家族であったものを排することは、多くの社会で認められてきた。科学技術やジェンダーなど、性に関する研究などの発達や社会生活の多様化にともない、現代社会は家族についてさまざまな点で既存の価値観、すなわち家族観の見直しをせまるような現象に直面している。遺伝子診断に基づく親子 係の不存在の認定を求める訴訟 凍結保存精子・卵子を利用した生殖 基づく子との親子関係 ＬＧＢＴＱの問題、ひとり親家庭など、現象は多岐にわたる。こうした社会的状況を踏まえた本講座の主眼はどこか。　
この講座において、 「在るべき家族像」を一方的に語るつもりはない。そして、 「家族法を中心
とした民法体系」を学ぶことに主眼を置くものでもない。　




ぜそのような法が維持されているのか」 「法の改正・新たな立法は必要な か否か」など、現代社会の家族像の背景をさぐるとともに、法の役割・機能を分析しつつ とそれに伴う法の在り方を考えることに主眼を置く。　
重要な事件や判例などを検討することもあるが、民法の家族法体系の在り方や、判例をどう解





























































が刑務所等に収監される例は、枚挙に暇がないほどだ。新聞報道される日本企業・日本人ビジネスマンによる全世界での不祥事は氷山の 角にすぎず、実際には数えきれないほどのトラブルを全世界で起こし のが実情である。法は本来、我々を護ってくれ もので、破るものではないのに。　
それでは、どうすればよいのか。全世界には星の数ほどの法が存在しており、その全てを理解
































の新たな考えを継ぎ足す作業を繰り返し る。そうした行為は創造と呼ばれ、より便利な機能、より高い品質、より安い価格の商品を実現したり、より時代 あっ 人々の心をつかむ表現を生み出したりしている。 「画期的なアイディア」は 発明やイノベーション、文学や芸術として結実するのである。　
長い人類の歴史の中で築き上げられ ものに比べ、創造されたそれらは、一ミリほどのものに







にあたる。実用新案は、発明ほどではないが、今までだれもが思いつかなか たアイディアである。朱肉のいらないハンコなどがいい例だ。意匠は 製品の形やパッケージの模様などデザインに関するもの。こうした知的創造物は 他人に権利を主張するためには登録が必要とされる。　
一方、著作物は論文 小説、絵画、音楽、映画、写真、コンピュータープログラムなど、思想


















に還元でき、②その基本形として「冷」 、 「熱」 、









































































































以外の人があなたに無断でどうこうしたら権利の侵害になる、社会はそれを認めない、という意味がそこには含まれている、ということだ。このように権利とは、社会が個人に与える行為の自由であると同時に、当人以外の人に対しては、それを妨げないよう義務づけるものでもある。したがって、私が私の権利を主張する は、同時に、私以外のすべての人々に対して、それぞれの人の権利を妨げないという義務を私が負う ということでもあ 。　
社会によって私の権利が護られている限り、 社会の一員としての私は、 すべての他者の権利を護
らなけ ばならない。つまり 「お互 様」なのだ。権利という考え方は、そ した 的ルールの上に成り立っている。自分 には敏感で、他者の権利には鈍感 それが人間の常かも知れない。だからと言って、他者の権利を侵害すれば それはルール違反になる。　
しかしそんなことを言 いたら、何も主張できなくなるのではないか。そう、そこが問題な


















































































































か。否、これもまた戦国時代からの生き抜く術な である。名古屋は、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康と縁の深い土地である。さらに江戸時代は御三家 ひとつ尾張徳川家 居城であった。つまり武士の精神が擦り込まれた土地柄である。そこへ新参者が入って行くには、まず自分が無害であることを、開けっ広げに示さなければならない。新たに嫁入りする者もしかりである。加えていうなら、名古屋人は普段は質素に暮らしていて、ハレの日に見栄を張る。婚礼がまさにそである。これもまた武士 世から受け継 れたものである　
日本人も誤解している、世間で好き勝手に言っている名古屋感は、正しくない。そ 土地に根




























成立したという事実 国政選挙 たびに「地方分権」が選挙公約 掲げられる事実から、国 地方のこれまでの関係性を推して知 べし、とだけ加えておきたいと思う。　
海外に関心のある読者の皆さんの中には、ヨーロッパなどの美しい街並みに心惹かれる方も多






















































































































状態を「権威主義的差異主義」によるものだとし、そ 源を、ドイツの、長男が家や財産を相続する「直系家族」的家族類型に求めている。日本も同じだという。長男が親の財産 ほとんど相続できるということは、生まれによっ 権利に差があるということを認めていることになる。 「生まれによ 差別が当然だ」という考えの延長線上 、民族・人種間の差別も当然だという考え方が生まれる。ナチス・ドイツによ ユダヤ人ホロコーストもそうして起こったのだ、という。　
トッドの視点を取り入れると、日本における社会政策の問題も理解しやすくなるかもしれない。















思えない。すると、就職活動で不利な状況に置かれ、条件の悪い会社に就職するか、場合によったら正社員になれないかもしれない。すると奨学金による莫大な借金はどう返すのか。こうした問題は個々に考えるべきもので ある 、家族構造への視点はやはり必要だろう。実際には 未婚率
（非婚率）
の上昇、離婚の増加など、家族の姿は変わってきている。しかし、社会政策にかか








































教育制度はこの側面を見直さなければならなくな ている。現在のイギリスの教室は、もっと多様な生徒たちで占められている らだ。かつてイギリスに支配され、おそらくは迫害を受けていた国にルーツを持つ生徒は、た えば歴史の授業で、イギリスがその国を「文明化」したなどという文章を読まされると、どんな気持ちになる 想像してほしい。　
ＥＵの急速な成長と拡張で、ヨーロッパ大陸のあり方 一変 た。加盟国間 移動の自由が人
































めのものではない、ということである。この学問が目指すのは、世界各国・各地域の政治、経済、社会の現状について考察し 理解を深め ことである。しかも、社会科学の手法を用いる だら、それを主観的にではなく 客観的に行わなければならない。　
面白いことに、このプロセスは最終的には「いま、ここ、じぶん」に帰ってくる。 今の自分に























































































































































































































































うか。しかし私は、そこに紅茶を入れてくれる門番が るこ を知っている。菓子売りの少女、彼女が押す荷車、そこに乗る菓子の味を知っている。サッカーゲームと、それに興じる青年がいることを知っている。こうした日常の細部は、普通は「知識」として学ばれることはない。しし、私の知るシリアは 「テロリズム」や「戦争」で なく、そういった「学ば ることのないもの」で彩
いろど
られてできている。日本の大学生が何かを学ぶとき、その学習対象の周りにある、通常
























ことは多い。様々な国々で 平和構築 、過去の事例の教訓や、課題を理解しておく 大切である。　
そのうえで、 「本当にそうだろうか」 「紛争当事者はどう考えるだろうか」など、批判的、複眼










































































































活動は成り立たず、食糧や飼料 輸入無しでは人も家畜も生き ゆけない。しかも、産油国は日本円を対価とする原油取引には応じない。円は、他国との貿易取引 支払い通貨として使いにくいからだ。日本から自動車を輸出す メーカーも同様で、アジアやアフリ との輸出取引 おいて、トヨタが現地通貨で輸出代金を受領することはまずな 。こうして、国際取引では他の通貨と交換しやすい基軸通貨のリストが出来上がる。米ドル、ユーロ、円、スター ングポンド、スイスフラン等々である。　
そして、各国には、自国通貨と基軸通貨を外国為替市場で交換し、外国との資金の受払
（決済）

































むしろ、学生の感じてしまう躊躇を受けとめて、心の障壁を取り除きながら、 「開発経済」に対する関心を育んでいく教育が求められていると思う。それは、今後の社会を生きるうえで肝要な教養のひとつとして、 「開発経済」の世界 紹介する教育、と理解してもよい。　
もちろん、一方で、専門を極める教育の場が必要であるだろ 。しかし、同時に、今後の社会


























































































誰もが困惑する。そうならないため 、会社の損益計算書や貸借対照表などをもとに、収益性や安定性、成長力などを調べる必要があ この調べ 分析する能力は、ビジネス言語 会計知識が求められる。最近 企業が求め 、必要最低限の能力は、 「英語 パソコン、会計」という三種の神器だという説がある。このように、会計は大学生 社会人 とって必須の知識といっても過言ではない。　
会計といえば、数値のことが思い浮かぶ。特定の数値、例えば当期純利益を導き出すプロセス




ことである。少し難しいように聞こえるが、次のケースで考えてみよう。スーパーで一万円分の食品を購入したとしよう。ある人にとって、購入したのは「食品」であり、資産を所有していると考える。また、ある人は、 「食費」のために一万円を費やしたと考える。仮に、ある日、例えば週末に冷蔵庫のなかを見たところ、約二千円分の食料品はまだ手付かずの状態だったら、 「食品」を購入したと考えた人は、消費してしまった八千円分を「食品」から 費 に振 替えるが、最初から一万円を「食費」のために費やしたと考え 人は、残り二千円分を「食費」から「食品」に戻す。　
結果は同じであったが、この二つ会計処理法の背後には、異った社会文化あるいは価値観があ

























す適切な言葉が思いつかないときでも、簡単な単語とジェスチャーを使って伝える。何かが理解できなかった場合、諦めるのではなく、理解できるまでがんばりぬく。これがコミュニケーション能力と呼ばれるものだ 優れたコミュニケーターであるためには、完璧に流暢であったり、正確であったりする必要はない。重要 のはまず、間違いを気にしないでいいということだ。これはグローバルビジネス人材に有用な特性だ 思う。　
次の日は、小学校でのボランティア活動の初日。渋滞での長時間移動のあいだ、学生のほとん
どが居眠りしたり、携帯プレーヤーで音楽を聴いたりしていると 、ヤスは移動中ずっ 活発に英語で会話していた。マニラの交通につ て質問し、通過する車のナンバープレートに、ある決まりがあることに気づいた。鋭い観察と強い好奇心で、曜日によってナンバープレートの規制が行われているのを発見 のだ。こ よう 彼は毎日、行き帰 の長 移動中も有効に時間を使い、たくさんの質問によって会話を続けた。　
異文化間コミュニケーションの興味深い一面は、 「コミュニケーション意欲」と呼ばれる態度で
ある。そしてグローバルビジネス人材にとって有用なもう一つの特性 、別 文化に対する心からの好奇心と 他者から学ぼう する強 欲求である　
日本語には「ＫＹ」という言葉があり、 「空気を読めない人」や人付き合いが苦手な人をさす。
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